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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る

６０
歳
未

満
の
方
が
、
事
業
所
を
退
職
し
た
場
合

に
は
、
国
民
年
金
へ
加
入
す
る
手
続
き

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
退
職
し
た
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
た

６０
歳
未
満
の
配
偶
者

に
つ
い
て
も
、
国
民
年
金
の
種
別
変
更

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
年
金
額
が

減
る
場
合
や
、
受
給
権
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
必
要
な
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成

２７
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
万
５
５
９
０
円
で
す
。

　
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

一
定
期
間
分
を
一
括
し
て
納
付
す
る
と

割
引
に
な
る
前
納
制
度
や
、
口
座
振
替

で
納
付
す
る
と
割
引
に
な
る
早
割
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
は
、
免
除
制
度
も
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
老
齢
基
礎
年
金（

６５
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）は
、

２０
歳
か
ら

６０
歳
に
な

る
ま
で
の

４０
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が

４０

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

６０
歳
か
ら

６５
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険

料
の
免
除
期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て

２５

年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、

７０
歳

に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す（
た
だ
し
、
昭
和

４０
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）。

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍

を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
で

は
、
３
カ
月
に
１
度
、
出
張
年
金
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
に
は
、
年
金
手
帳（
年

金
証
書
）と
、
本
人
確
認
の
た
め
の
運

転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
身
分

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
代
理
人
の
方
が
相
談
さ
れ
る

場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

日
時
　
４
月

２１
日（
木
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
正
午

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
　

場
所
　
佐
賀
支
所 

町
民
室（
１
階
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
　
　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
　
　
蕁
３
４
―
１
６
１
６

退
職
後
の
国
民
年
金
手
続
き
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て

「
年
金
相
談
」
の
ご
案
内

菜花� 40g

小松菜� 80g

キャベツ� 80g

にんじん� 20g

ごま� 小さじ2

　　赤みそ� 小さじ1/2

　　砂糖� 小さじ1

　　濃口しょうゆ�小さじ1

●材料（4人分）●

〔作り方〕
①にんじんは千切り、菜花、小松菜、キャベツは食
べやすい大きさに切り、沸騰した湯で色よく茹で
て冷やして水けをしぼっておく。
②ごまは少し擦ると、香りがよく消化にも良い。
③すべての食材をAの調味料で合わせる。

○お問い合わせ
　大方学校給食センター　蕁31－3201（直通）
　佐賀学校給食センター　蕁55－2166（直通）

菜花のごま和え

くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学

給食でもこの時期しか
登場しない、旬の菜花を
つかった和え物です。体
の抵抗力を高める緑黄
色野菜です。

A

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー


